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著

心理・ノンフィクション・医学の担当者様

インベカヲリ★
1980年、東京都生まれ。写真家、ノンフィクション作家。短大卒業後、独学で写真
を始める。編集プロダクション、映像制作会社勤務等を経て2006年よりフリーとし
て活動。18年第43回伊奈信男賞を受賞、19年日本写真協会新人賞受賞。写真集に
『やっぱ月帰るわ、私。』『理想の猫じゃない』など。著書に『家族不適応殺　新
幹線無差別殺傷犯、小島一朗の実像』『「死刑になりたくて、他人を殺しました」
無差別殺傷犯の論理』『私の顔は誰も知らない』などがある。
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5月上旬発売予定新刊

伴走者は落ち着けない
ー精神科医斎藤学と治っても通いたい患者たち̶

 

〒156-0043　東京都世田谷区松原6-8-7　TEL：03-6275-1522

アダルトチルドレン、共依存の概念を
日本に広めた孤高の精神科医・斎藤学。
１年半にわたる取材を通してその不可解
な人物像と魔術的な治療の核心に迫る
斎藤のもとには痴漢、摂食障害、性倒錯、窃盗症、買物
依存症、引きこもりなど多様なアディクション患者が集
まり、言葉を使った治療により、彼らは眠っていた能力
を発揮していく。
彼ら、彼女らはなぜ斎藤学を必要とし、求め続けるのか。
斎藤の謎めいた発言や行動、イリュージョンのような治
療を患者・施設取材を通して浮かび上がらせる。

大宅壮一ノンフィクション賞候補作『家族不適応殺』
で注目を集める著者3年振りの長編ルポルタージュ
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1941年東京都生まれ。1967年慶應義塾大学医学部卒。同大助手、フランス政府給費留学生、
国立療養所久里浜病院精神科医長、東京都精神医学総合研究所副参事研究員（社会病理研究
部門主任）などを経て、1995年9月より家族機能研究所代表。医学博士。
元・医療法人社団學風会さいとうクリニック理事長（2022年4月30日閉院）。
主な著書に『「家族」という名の孤独』『アダルト･チルドレンと家族』

斎藤学（精神科医）
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